
 §漁具漁法調査指導

 バショウカジキ流刺網漁業指導

1.目的

 鹿児島県沿岸域のバショウカジキ刺網漁業は,古くから鹿児島湾口,湾内で操業されて治

 り,南薩,西薩海城でも見られるようになった。島喚海域にお'ける操業は試験の段階にあり,

 普及はしていない。

 昭和46年は新規企業として,上屋久町漁協管内(富之浦)ても操業がなされたが不成績

 に終った。本年度は業者指導の目的で,本試の漁網{lO反)を使用し七実施した。その概
 要は次のと怠りである。

2.試.験経過

 a試験期間昭和4ア年9月2日～昭和47年12月15日
 b漁場宮之浦沖合(旧宮之浦漁業権内漁場)

 C漁協漁船上屋久町漁業協同組合

 d調査結果

      べ9月10月11月12月計
      臼日1三日日日      操業日数1051039

      同

      〃回数212461667

      日

      有漁日数784627

      回
      "回数ア114931

      尾
      漁獲尾撒23232452122

      漁具使用数反      21024060160670
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 ※操業日誌

          年月日47.9.29.21〃

          漁場之I国民宿舎沖河1辛十÷斗イ";1;土」91411券R汁≠≠半2115一㌣㌣十1152苧2蒜河口東沖河口西沖          山一一'…一'山'

          水深㈱45-5835'6530-65

          大網開始時刻18.2518.4520.18

          揚網終了時刻21.0020.15○口.50

          潮流向WwW

          使用反数㈱10〃〃〃〃〃〃''〃

          バショウカジキ働フ2

          パツヨウカジキ魚体推定重量範闘佃20』〕2～28.0
          その他ソウダガツオ2ホシカツオ21シイラ2

          年月日4ア.9.229.2319.259.26〃9.ゴ7〃①

          漁場シリナツの鼻河口東沖1、卜、5辛署ツカダ沖シ;/ナシツカラキ          水深㈱28-5533一る535-6030-6035-65

          大網開始時刻18.3019.1522.2519.15182019.1022.1518.4019.如

          暢網終了時刻20.2022.1500.4021.3023.3521.4000.20.23,1023.20

          潮流向SWSW〃wWSWNS

          使用反数陶10〃〃〃〃〃〃〃〃

          バショウカジキ縞3151一

          バショウカジキ魚体推定重量範囲佃25.0物23.O～28.0'9           30.0

          その他ハカツオ1



          年月日47.9.30〃〃①1口.110.21口.3・①10.910.10

          漁場大瀬トマリゴオフナイブチトマリゴ河口沖トマリゴ河口沖河口東沖夫瀬東

          水深物35-6045一ア540-7045一フ535-6545-7840-8030-6032-65

          大網開始時刻18,4521.1519.0518.4519.OO18.4019.4518.4018.00

          揚網終了時刻21.10OO.15222022.4523.5022.3023.5020.2520.50

          潮流向SS〃W〃〃〃〃''

          使用反数㈲10〃〃10〃〃〃〃〃

          バショウカジキ㈲41451

          バショウカジキ魚体推定重量範囲η2ア.0～32.00934.0扁佃25.0～30.o佃28,0
          その他

          年月日47.10.12・①,何一13ミ〃①〃1口.14〃10.1510.16

          漁場シンナシの鼻クイセの鼻大瀬国民宿舎沖トマリゴ河口東沖河口沖河口沖河灯台汗

          水深㈱28'5540-7830-6540-7045-8030-6030・7028-5535-68

          大網開始時刻18.4019.1018.4019.2023.1018.1521.1518.1118.25

          揚網終了時刻22.1021.OO21.1523.1000.3521』〕023.4521.2021.00

          潮流向SWWSW〃WSW〃W

          使用反数㈱10〃〃〃〃〃'〃〃〃

          バショウカジキ働111

          バショウカジキ魚体推定重量範囲佃28.0佃30.0佃30.0
          その他



          年月日47.10.1710.19〃10.26〃          河小箒          河∴"瀬          漁場大瀬深川前河口沖ジニ/ナシ河口東沖

          水深㈱28i6040-80亙■。。一。。30-6530-6530-6528-6口24-60
          大網開始時刻18.1018.0518.0021.1023.3028.0521,0018.1021.05

          揚網終了時刻2仙020.5023.1口02.0020-5000.1020.40OO.12

          潮流向SW〃WSW〃WSWWSW

          使用反数㈲10〃〃〃〃〃〃〃〃

          バショウカジキ縞2322

          バショウカジキ魚体推定重量範囲。。。～。。智。。.。～。認928.O～30.口。。。～。万
          その他

          年月日47.11.1311.14〃11.19河1㌧芸纂12.213.3〃          漁場ツンナシニレイの鼻1本松の下大瀬河口沖河口東沖河口沖

          水深㈱25-6528-5930-5529-5823-6025-6520-5423-5525-60

          大網開始時刻18.4517.592口.4517.4517.4517.4018.0517,402口.25

          揚網終了時亥≡12'1j〕02口.3023.2020.5520.4021.002口4020.2023.20

          潮流向W〃〃田〃〃週〃〃

          使用反数㈲一10〃〃〃〃〃10〃〃

          パツヨウカジキ園7114256

          バショウカジキ魚体推定重量範囲2αO∴3認25.0920.0～32.0928.0～32.0佃22』〕一30.0物2D.0～30.0
          その他サワラ1サワラ1



い

          年月日47.12.4〃12.5〃12.6〃12.812.912.10

          漁場河口灯台沖河口東沖シンナシ大瀬大瀬東口河D沖国民宿舎沖ッンナシ・西口

          水深㈱30-7025-6030-6028-5823-5830-6535-6825-5523-58

          大網開始時刻1ア.2519・1504.2018.0518.0521.4518.2517.4口18,05

          揚網終了時刻18.5022.50口7.2021.1021.4023.2020.5022.4522.30
          '一

          潮流向NENENE〃N〃

          使用反数㈱10〃〃〃〃〃〃〃〃

          バショウカジ・キ属8146551

          バショウカジキ魚体推定重量範囲字20-O-38.092D,0-49.O922.0・30.O920.O-30」〕920.0-3口.O切           25,0

          その他ソウダガツオ1サワラ1サワラ1サメ1カツオ2イトマキエイ1カツオ12
          年月日47.12.11〃12,15〃①

          漁場シンナシ沖大瀬の東方〃河口東沖

          水深(功20-5830-6023-5824-58

          大網闘.始時刻18.0021』]017.5016.40

          揚網終了時刻20.4523.2520.2500.40

          潮流向NE〃〃

          使用反数㈲10〃〃〃

          バショウカジキ属2

          バショウカジキ魚体推定重量範囲。口.。一。。智
          その他ソウダガツオ1ヒラマサ4ソウタ'カツオ3ソウダガツオ1ソウダカシオ



皿定置網性能調査

1.目的

 開聞町川尻に設置の定置網では大網した魚群の逃逸する率が多いといわれるので,性能調
 査を実施し,漁具改良への指針に供するのを目的とする。
 2、実施要領

 a期間昭和47年12月6日～12月9目

 b方法

 早朝揚網の際大網した魚類に標識を附して箱網なよび袋網に放流し次回揚網時(翌朝)に
 再捕された尾数から逃逸率を推算した。

 C定置網の概略

 定置網の概略は図のと卦りである。

3.結果

 調査時には特に漁況が悪く,計画てば底魚と浮魚に区別して標識放流の予定であったがム
 ロアジ,マルソーグ以外は大網が少をかっ走。放流結果は次表のとおりであ瓦

 定置網概略図(単位m)



          月日12月7日12月9日

          放流個所箱網袋網袋網

          魚種放流一再捕再捕率放流再捕再捕率放流再捕再捕率

          ムロ了ジ131o157no

          マルソーグ475+20※
          サハ10

          サヨリ203o

          ヒメジ11

          イトヒキアジ221O

          カレイ1O

          イサキ10

          チカメキントキ10

          ウメイロ10

          カマス2o

          エイ1D

          サバフグ3o11

          カワハギ1O1o

          ウマズラハギ1O

          5

          計2129.5261034.552十20※28.8+38.5※
 ※簾死魚として再捕されたもの

 定置網内えの放流と再捕尾数

 2回目ぱ9日に行ったが,この日けマルソーダ主体の漁獲で,尾蠕の上葦を切り落し標識と
 した。

 この結果からは,放流尾数が少在かったので当初の目的に対する明確な結諭は得られなかっ
 た.が概略の傾向ぱ判明したと、思われるo

 2同の放流結果から袋部に放涜したものは7割前後ぱ逸脱している。亀種別にはムロの場合,
 袋部に入った魚ぱ半数近くがそこに留っているようであるが,箱網部のものば殆んどが逃逸し
 ている。2回目に行ったマルソーダぱ尾鰭の上葉を偉かに切り藩して袋網部に放流したが半数
 近くが擁死した走め,はっきりしないが12尾が逸脱していることから半数は逃げだすものと
 考えられる。又1回目2回目を通じて,サヨリ,サバ,フグ學全く再櫨されなかった亀種も`あ

 九紬放流のろ日目以降は再補されていなへ
 以前,神奈川県の定置網でイナダを使用して同様な調査が行われているが,この結果からも
 箱網邦に放流した魚類の再補率は4～5完と報告されている。今回の試験でも箱網部で9.5第,
 袋網部で34.5冤の再採率であった。尾激も少く,回数も1回で詳細ぱ判1月しないがこのよう

 に,定置網に入つた.魚ぱかなり逃げ出していることが明らかになったo

 今後も機会をみて再度実.験を繰り返し,入網尾教と逸脱の関係,逸脱の時問的変化を調査し

 たいと考えているo

担当岩倉栄野島通忠
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皿漁具調査

 1.九州山口ブロツク水域漁業分科会

 1)目的ピ

 昭和41年5月発足以来,西日本海域に怠ける漁具,漁法の紹介,漁業全般についての

 技術交流を目的とする。
2)実績

 年度別の刊行物は次のと怠りである。
 昭和42年度西日本海域に歩ける刺一網漁業

 45"小型底曳網〃。
 46〃一本1釣〃

 47〃至正.請瞳〃

 48年慶,分科会では曵網漁業をとりあげ,鹿児島県てばヨコワ,ハガツオ,ソーダカ

 シオ,ブリ・ヒラマサ,サワラ曳縄を調査した。現在資料は編集担当県で整理中である。

槌当岩倉栄

塩田正人

 2.旋網漁業の漁船,漁具装備調査

1)目的

 水産庁(西海区水産研究所)の委託により,大分・宮崎を除く九州山口プロツク各県で

 調査を実施したもので,前年に引続き旋網の漁船,漁具装備の変遷と漁獲母との関係を
 究明するのを目的とする。

2)実績

 鹿児島県てば2そう旋網4統,1そう旋網1統を調査した。(別表のと治り)漁船,漁

 具,装備の変遷と漁獲との関係については,九州山ロプ回ック水試漁業分科会で発刊予定

 一の旋網編に掲載予定であ孔

■

担当岩倉栄'
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 11.笑福丸6トン型  2そう旋網 加世田市小湊(昼張)  カタクチ網

         ＼年
         項目41424344454647

         トン数2〃〃〃〃6.13         綱2〃6.13
         船PS20〃35         20.35〃〃〃〃

         魚灯隻数3〃〃〃〃.""
         探トン数3.5x乏〃〃〃〃〃〃

         船舶PS20x3〃〃〃〃〃〃

         運隻数1〃〃"〃〃〃
         搬トン数7""〃''〃〃

         船PS35〃〃〃〃〃〃

         網船28/2〃〃〃〃〃''         琴

         組魚探船・灯船3/3〃〃〃ψ."〃
         員運搬船2./1〃〃〃〃〃''

         数合計33/6〃〃〃〃〃〃
         省力機器サイド'〃〃〃

         ローフ'

         浮子綱長360m'〃''〃〃〃〃

         沈子綱長396〃〃〃〃"〃〃

         綱材質クレモナ〃〃ナイロン〃〃〃
         地
         主太さ4本"〃〃〃''〃
         碧

         部目合30節〃〃〃〃〃〃

         網丈64m〃72〃〃〃〃

         規格合成平型         浮"〃〃"〃〃         20x12x伽

         子個数1,OOO〃〃〃〃〃〃
         材質鉛〃〃〃〃〃"         沈

         規'格2259〃〃〃"〃〃
         子
         個数2.60・O〃"〃''〃〃

         カタクチイ

         ワシ網
         備考〃〃〃"〃

         昼張〃

         製造用
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網地展開図(11笑福丸)

 イナイロン4本3コ節100目掛45m切45反

 日〃〃〃〃〃53

'、〃〃〃〃〃61

 二〃〃〃〃〃68

 ホ〃6"〃6301

 へ〃181511〃一1

42胴

浮子綱長

江子綱長

細丈

根拠地

漁期

(630m)

 360〃締結

39`〃

64m

加世田市小湊港

4.3割

3.7〃

カタクチイワシ  ll～3月,昼張りで殆んど製造用



1.男盛丸  5トン型  2そう旋網 東町薄井  カタクチ網

         べ41424344454647
         58.45

         ト:/数5〃"〃〃8.43〃         網

         ・         PS1018         船10""〃〃18〃
         ''

         魚灯隻数4〃〃〃〃〃〃
         探トン数ト4.7〃〃〃''3.7～7.O〃

         船舶PS12～35〃〃〃〃26～60〃
         一一“一

         隻数魚探船兼用〃〃〃〃〃''         運

         搬トン数

         船PS
         一1■`'

         網船24/2"〃〃〃〃〃
         乗

         組魚探船・灯船4/4〃〃〃〃〃〃

         貫運搬船

         数合計28/4''〃〃〃〃〃
         省力機器4る.5''          ネット回一ラー

         浮子綱長270m〃〃〃〃〃〃

         沈子綱長315〃〃''〃〃〃''
         '

         網材質クレモナ〃〃〃〃ナイロン〃
         地
         主太さ4本〃〃〃〃"〃
         要
         部目合27節〃"〃〃〃''

         一''■

         網丈96m〃〃〃〃〃''

         規格合成〃〃〃〃〃〃
         浮長さ13径9㎝

         子個数1.500〃〃〃〃''〃
         材質鉛〃〃'''7〃''         沈

         規格2259          4009もの〃〃〃〃〃〃
         子個数1,OOO〃〃"〃"〃

         備考
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網地展開 図(1男盛丸)

 イナイロン30本9節100目掛15m切り45反

ホ

ト

27 400 30  12.5(m目掛50反相当)

13.8(〃

15(〃

16.3(・

17.5(〃

18.8(〃

55〃)

 6口〃)

65")

70")

75〃)

 チ〃251820370

 リ〃22〃100〃

 ヌ"369〃"

 」レ〃1812〃"

ヲ"2218""

28胴

浮子綱長

江子綱長

細丈

根拠地

漁期

(420m)

270〃

315〃

96"

出水郡東町薄井港

 1～10月1・殆んど活餌用カタクチイワシ



5.漁盛丸  2そう旋網 東町薄井  カタクチ網

         年
         項目41424344454647
         トン数8.28          8.28〃〃〃〃〃〃         網

         船PS18          18〃〃〃〃''"

         隻数4〃〃〃〃〃〃         魚灯

         探トン数2.5～7.28〃〃〃〃〃〃.

         船舶PS20～40〃〃〃〃〃〃

         隻数亀操船(7〃〃〃〃〃〃
         運

         搬トニ/数・28トン)兼用"〃〃〃〃〃

         船PS

         網船22/2〃〃〃〃〃''
         乗

         魚探船・灯船5/4〃".〃〃〃〃         組

         員運搬船〃〃"〃〃〃

         数合計27/6〃''"〃〃〃
         省力機器

         浮子綱長275m〃〃〃300〃〃

         沈子綱長310m〃〃〃340〃〃

         網材質ナイロン〃〃""〃〃
         地
         主太さ4本〃〃〃〃〃〃         要
         部日合27筋〃〃〃〃〃〃

         網丈81例〃〃〃85〃〃
         ̀一'一

         規.格合成〃〃〃〃''〃
         浮長13,径9㎝

         子個数1,000〃〃〃〃〃"

         材質鉛〃〃〃〃〃〃         沈

         規格22594509もの〃''〃〃〃〃
         子
         個数1,000〃"〃"〃〃

         備考
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網地展開図(5漁生丸)

イナイロン

 ホ〃

ヘクレモナ

トナイロン

 チ〃

 リ〃

 ヌ〃

 ノレ〃

 ヲ〃

4本27節100目掛

6

12

6
8

12

45

23

27

20

25

20

18

8

10

100

10

7.5吻切45反

15

30

465

55

60.

64

68

20

48

31胴

浮子綱長

江子網長

細丈

根拠地

漁期

(420例)

 275〃締結3.5割

 310〃〃2.7書1!

81〃

出水郡東町薄井港

 1～10月,殆んど,活鯛用カタクチイワシ



 8.蛭子丸2そう旋網

年
41

項目

 トン数8～9
網
船20PS20

魚灯

探

船船

運

搬

船

乗

組

員

数

隻数4

 トン数2～2.5

 PS17～20

隻数1一

 トニ/数15

PS60

網船18/2

 魚探船・灯船4/4

運搬,船2/1

合計24/7

省力機器

浮子綱長

江子綱長

細材
地
主大要

 j⊥目

浮
1

子

沈

子

240m

285〃

 質ナイロニ・

 さ4本

合27節

 丈g6m

合成
規格長13径9伽
個数1.500

材質鉛
2259

 規格。509のもの
 個数1,OOO

備考

42

 東町獅子島カタクチ網

43 1・・

一337一

45

ネットローラー

46 47



網地展 開図(8蛭子丸.)

 イナイロン4本27節100目掛15湖倣ヌナイロン27節100勝い5m切78反
 目"""""44ルクレモナ6""8無
 ハ〃〃〃〃・48ヲ〃4〃・20結

_節
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網地 展開図 (6日昇丸) ウルメ
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 lVニジマスによるマグ。延縄漁業の餌料並に釣針比較試験

 現在まで,マグロ延縄漁業てば,餌料として多くのものが使用され,それらの餌料比較試験

 や効果試験も多い。だが,かって使用を見なか?た養殖魚を使用し,今後,これらの養殖魚の

 増産の為g間引き利用と,餌料不足対策と餌料ξしての効果を試験実施した。辛た併せ,第
 28長切丸の漁労長考案の改良釣針(呼称1満船釣)と,従来の地獄釣との漁獲比敷試験を行
 っ走。

試験方法

 東カロリニ!諸島海域に封いて・昭和47年5月30日～6月24日まで・22回の操業のマ

 グロ延縄漁奏が実施された。内,前半の10回に,ニジマスとサンマ,サバの餌料比較を行っ

 た。使用した延使用餌料数は,ニジマス1,900尾,サンマ16,655尾,サバ3,025尾で

 ある。

 餌料として使用し九ニジマスは,大口養魚場に赤いて養殖飼育された当本魚(平均体重:

 1999)で,黄色が1,500尾,黒色400尾である。これらのニジマスを即時水氷に移し,

 本試験場まで運搬,一40℃の急速冷凍とし,途中水を通し,長時間(約6ケ月)冷凍保蔵に

 した後,他餌料の積込み時,魚槽内にλれた。

 試験実施船は,串木野市羽根田水産有限会社の好意により,当所属マグ回延縄漁船第11勝

 栄丸(4フ、83GT,230HP)を使用し,本船の使用餌料数の8～9第に相当するニジマ

 スを一回操業毎に装着した。装着方法は,サンマ,サバ等と同様に行い,場所は,餌料数が少

 ない為全操業で把梶できるように配置した。(別区)

 又,釣針比較試験は,一針毎に改良釣針との交互装着して行った。

 試験結果と考察

 三種の餌料にようて漁獲された結果は,別表に示すようであった。特に,マグロ類では,メ

 バチの漁獲が多く,16～35切無体の漁場であった。これらの漁獲は,餌料数の77系を占

 めたサンマと,試験的に用いたニジマヌによる漁獲比較をすると,釣獲率の差は,サバを加え

 三者でみた場合も,二者でみた場合も,浸漬時間経過及び操業毎には差は見出し得なかった。

 漁獲の期待度をみる為,脱藩した餌から比較すると,餌料間に差がみられ,サンマの脱落が

 最も多く,ニジマス,サバの残存が最も多かった。

 釣針到達深度(釣針番号別に,浅所から深所に1～7とする)では,2～4に掛った漁獲数

 はサンマでは,228尾(2.51%:釣聴率),ニジマスでは,31尾(3.50%),深所5
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 ～7てば,サンマに222尾`2.93第),ニジマスに22尾(三05第)となり,儀かにニ

 ジマスが高い。マグロ類のみでみると,3～4番目に48第,5～7番目に51弟の漁獲があ

 った。これだけでもマグロ類に対し,サ:ノマとニジマスの差は見当ら凌い。サメ類に於いては,

 ニジマスに対し,サンマ,サバは有意差が認められ,ニジマスの漁獲が高かうた。又,サパぱ,

 脱藩が少く,食われる条件は備うているが,実際の漁獲は,最も少をかった。尚,黄色と黒色

 の差は,釣獲率で黒色ニジマスが若干上廻った。

 改良釣針の試験結一果は,釣獲率で,地獄釣が,2.ア1第,改良釣で2.51実となり,従来の

 地獄釣の方が嘩かであるが率が高い。脱落も改良釣が多く,大き在期待は持てそうにない。し

 かし,釣針の寸法が,大きかったことも原因があって,地獄釣に,尻穴を逆につけて動きを良

 くすれば効果的になるのかも知れない。

相当者前田己
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 (別区)ニジマスの装着個所

入縄方向

試験区隔番号
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(別表)  餌料及び釣針漁獲比較試験結果

漁獲尾
操業

日数

10

投縄1時間

(所要時間)

hmhm
0518～0833

(03-15)

 0631～1口08

(03-37)

0500～0835

(03-35)

0523～0854

(03-31)

0600～0924

(03～24)

0630～0949

 (0上19〕

0620～0941

(03-21)

0627～0951

(03-24)

 0603～D923

(03-20)

 0439～0ア55

(03-16)

揚経時間

(所要時間)

hmhm
1320～0158

(12-29)

1334～0223

(13-39〕

1253～0055

(12千02)

1247～0120

(12-33)

1128～0126

(13-58)

1314～0050

(11-36)

1414～0325

(13-ll)

1407～0255

(12-48)

1406～0230

(12-24)

1259～1156

(11-57)

(釣獲率)

使用餌料数

サバサンマ ニジマス

3041.67418口

3041.674180

3041.674180

3041.674180

3041.6ア41-80

3011.6572-00

3011.657200

 3011,65ア2口0

3011,65ア200

3011.657200

3.02516.6551;900

サバ

マグロ
 カシキサメ→鐵

2-2-6

u.66-O.66-1.97

1-2-4

0.33-0.66-1.32

4-2-6

1.32-O.66-1.9ア

1-O-1

0.33-0`0.33

2-O-3

0.66-0.0.99

1-O-1

リ.33-O-0.33

サンマ

マグロ カシキーザメー縫数

21^6-44

1.25-o.36-2.63

18-18-50

1.口8-1.08-2.99

21-6-35

1.25-0.36-2.09

35-3-41

2.09-O.18-2.45

53-3-67

3.17-u.18-4.OO

20-6-35

1.21一口.36-2.11

1一口'一1

0.33-O■O.33

1-4・8

 口.33-1.33-2.6る

15-10-32

口.50一口.好一106

一〇一引

 0一ロー一3.08

-6-54

9-0.36-3.26

26-5-50

 1.5ア、0.30-3.02

19・10'36

1.15一口.60-2.17

289-63-463

1.74'O.38-2.78
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       数下段;釣麟華漁獲尾数下段:釣塵率
       使用約数投綴一・位置一

       ニジマス地獄釣改良釣

       擁一サメ→徽地獄釣改良釣マグしサメ哨激カジキ娯→メ哨激縛慶経度
       O-0-29-3-29.14-5.2305㌧16'N14.6o-07''E

       1,162996
       O-0-1.11O.7フー0.26'2.5口1.41-0.50-2.3

       2-5-1118-13-393-12-2605o-21ψN1460-3σ'E
       989■       1.169

       1.11-2.78-6.111.54-1.11-3.340.30-1.21-2.63

       4-3-816-6-2913-5-2004o-58'N1ま0LOO'E
       1,1フ6982

       2.22-1.67-4.441.36-U.51-2.471.32-O,51-2.04

       4-2-729一目一3511-1-1404o-23'N15口。一50'E
       1,183975

       2.00-1.11`3.892.45-U.34-2.%1.13-0.10-1.44
       .''

       9-3-1342-4-5422-2-2904しlZ'N51o-18'E
       1.190968

       5.00-1.67-7.22き.53_O.3刈一4.引2.2ア・0.21-3.00
       .・

       O-0-010-5-1911-1-1ア04o-12'N15戸一23'E
       1.196962

       0-O-00.M一口.42-1.591.14-2.10-1.アア
       ■一一■一0■一'一■0'

       3-1'620-0-2427-1-3403。一55'N151。一34'F
       r,204954

       1.50-0.50-3.001.66-0-1.992.83-O.10-3.56

       4-1一一521-4-5317-3-2ア03。一50'N51。一58'刊
       1.211947

       2.00-0.50-7.501.73一口.33-2.73
       一一一一一''

       4-3-822-4-349-4-2503。一引'N52o-36'E
       1.218940

       2.00-O.50-4.00

       1-2-316-8-315-8-1608。一0ぺN52。二42・F
       1,224934

       O.50-1.Oロー1.50

       31i20`631,9339,645203-51-327132-42-231

       1.63-1.05-3.321.70-O.42-2.ア41.3アーO.43-1.80
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 §西日本海域裁培漁業漁場資源生態調査

1目的

 本調査は,西日本海域になける栽培漁業の事業化を推進する基礎資料を得るためのもので,

 九州五県(福岡,庄賀,長崎,熊本,鹿児島)の共同調査である。今回は,初年度として,タ

 イ漁業の実態Iタイ幼魚の分布,移動回遊について明らかにする事を主目的とした。

皿一調査地

北鵜南薩苧区

 皿調査項目及ぴ方法

1.漁業生産実態

 a、農林統計調査

 b、市場仕切伝票調査

 C、聞取り調査

 d、風体測定

 e、標識放流

2.幼稚魚生態

 a、分布調査

 b、無体測定

 C、聞取調査

 d、標識放流

 w調査結果

 1、漁業生産実態

 ■348一



 鹿児島県のマダイ,チタ'イ漁獲量の経年変化を,第1図に示した。

第1図  鹿児島県のマダイ,チタ.イ漁獲量経年変化

(農林統計胴地)

マダイ

チダイ

 これによるとマダイば,横バイ状態であるが,チダイは,多少の変動をしながらも増加傾向を

 示している。次に,鹿児島県を西蝶,南鱗,1瓦,鹿児島湾,志布志,奄美大島,熊毛の7区にわ
 けて,タイ類の地区別漁獲割合を第2図に示す。

第2図  タイ類地区別漁獲割合



 この図から西薩区が,鹿児島県に存ける最大のタイ類生産地であることがわかる。

 次に,マダイ,チタ'イを漁獲する漁業種類についてみる。第3図に示すように,マダイ,チダ

 イともに刺網・一本釣・船びき絹1延縄の4漁業種が主になつている。

第3図  マダイ及ぴチグィ漁業種別漁獲割合

定置網  その他3業種

 チダイ、

総漁獲量

504トン

 ̀昭和45年〉

マダイ

総漁獲

647トン

 ㌧(昭和45年)

 このことを,西蘇区についてみると,第4図のようにな,ている。

第4図 面薩区漁業種類別漁獲割合

定置網2第

 小型底びき網

チダイ

総漁獲

130トン

(45年)

マタ'イ

総漁獲

420卜:/

(45年)



 マダイは,船びき網,一一本釣,一刺網が,同じようを割合で漁獲しているが'チダイは,船びき
 網の漁獲割合が・特に目立ってい乱

 次に,刺網,一本釣,延縄,船びき網のタイ類漁獲の経年変化を第5図に示した。

第5図  タイ漁業種類別漁獲経年変化

 ごち網

刺網

釣

延縄

 次に,吾智網,一本釣,延縄の漁場を示す。第6図は,春智網,第ア図は,一本釣,第8図は,

 延繊てある。刺網漁場は,沿岸の瀬礁地帯で広く行われている。

 第9図は,仕切伝票調査により得られた標本船の月別人ダイ漁獲の変化を示したもので,第10

 図,第11図には・マダイ・チダイの月別漁場を示した。



第6図  吾智網の時期別漁場図

阿久根

 9～10月

 フ～10月

 7HlO月

 ト6月



第7図  一本釣の時期別漁場図



第8図  延縄の時期別漁場図



第9図業種別

 月別人ダイ漁獲(45年)

一阿久根 市来 川内

吾智網

延縄

島平 市来

本釣(阿久根)



第10図  マダイ(B,W,1切以上)の漁場移動

阿久根

川内

市来

江口

吹上

 20m等深線

 50π〃

 100m〃

200m"



第11図  チダイ月別漁場移動

阿久根

川内

市来

江口

吹上



2.幼稚魚生態

 民間吾智鋼船を用船し,西薩域沿岸'帯で分布調査を実施した。その結策を第.1表にしめ

 ず。

第1表分布調査幼魚漁獲尾数

    月曳網回数嵐痩尾数尾数/網

    0尾0
    510回

    80口20.O

    492.1

    一623
    1315.7

    21U.5

    741
    631.5

    II

    30O.8

    934
    762.2

    7口.7

    1210
    0o

    00

    135
    1554.4

    107.o.6

    計183
    1.2256.ア

 漁獲尾教,尾数/網の上段:マダイ
 下段:チダイ

 マダイ,チダイ幼魚は,沿岸一帯に応分布しているが,特に脇元沖,一阿久根湾口,川内川

 口,市来から江口港附近に多くみられた。

 次に幼魚の時期別水深別体長組成をみてみると第12図,第13図のようになっている。
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第12図  マダイ時期別水深別体長組成

5月下旬

6月下旬

8月上旬

9月止句

12月中旬



第15図  チダイ時期別水深別体長組成

5月下旬

6月下旬

8月上旬

9月上旬



3.標識放流

 分布調査により得られた漁獲物を主に実施した。47年10月3日,l1月2日分は,東

 町所属吾智鋼船の協力を受けて実施した。結果を第2表,第3表にしめず。

 再捕経過は,マダイ,チダイともに1～2ケ月の短期再捕で,移動方向は,まちまちで法
 具1」性は,見出せなか,た。

 第2表マダイ放流結果

           放流月日名数・、放流位置一再捕経過日数別再捕            一■■           (0才無)尾数51L.再捕率           ト■101ト202トる031斗04卜50
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 第2表マダイ放流結果
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 第3表デタ'イ放流結果

           放流月日斤・才魚努放流位置捕経過日数月1再蹄尾数           尾数5他再捕率           卜101卜202卜303ト404ト50

           47.31030.0'N第I一
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           (430013.O'E
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           放流月日数牧師月日経過日数別再捕尾数           ○才魚)数ト20I2トる03NO4ト5051以上再摘率           ト『0
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 別表1{'その1)

 タイを漁獲する漁業種類別漁労体数,出漁日数(その1) 農林統計一

            年137年58年39年40年41年42年

            統数≡漁労;出漁漁労j出漁鰯i告嚢漁労出漁漁労出漁漁労出漁            漁業種類体数一日数体数日数体数日数体数体数日数日数

            沖合底びき網(2そうびき)111189121111971164

            小型底びき網(縦びき1種)103809112,1778613,3349213、ア658913,418

            〃(縦びきその他)33231011810,41112,42719916,67028521,324

            〃(横びき)6910817811,3358,598506、口67577,035

            犬中型董き網(1そう童き)

            あぐり網(1そう童き)108111.218321,812684.199993,326

            〃(2そうまき)3327323,934444.317333,964312,927

            その他の敷網39042435416,31028312,91028310,6392578.465

            その他の刺網2.1101.8532.15153,1762.09265,6162.12260,9352,15979.592

            その他の釣4.9684.5484.30461,O023.861236.0104.22379,8104,201269841

            その他の延縄86054司7口843,90764439.82557543,43645840.338

            大型定置網2020563,908294,1653口4.口12274.292

            小型定置網13913414525,96613225,491112723,91012324.395

            地びき網1861901844.9971424,1511口62,4151002330

            バッチ網55135ア8544154915575

            船びき網1522152109,35021610,82720512,1251912,026

            その他の漁業9469381.78466,95974743.33686942,13071234.731

38年



 別表1(その2)

 タイを漁獲する漁業種類別漁労体数,出漁日数(その2)

 ＼＼巳
漁業種類統数

43隼

漁労体数 出漁日数

44年

漁労体数 出漁日数

45年

漁労体教 出漁日数

46年

漁労体数 1出漁日数

 1沖合底びき綱(・そうびき)
 小型底びき網(縦びき1種)

 (縦びきその他)

 (横びき〕

 大中型まき網(1そうまき)

 あぐり網(1そうまさ)

(2そうまき)

 その他の敷網

 その他の刺網

 その他の約

 その他の延縄

大型定置網

小型定置網

 地.びき網

 パッチ網

 船びき鋼

 その他の漁業
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 別表2(その1)

 漁業種類別魚種別漁獲量(その1) 農林統計属人単位(屯)

            37年38年39年40年41年

            漁業種類魚種マダイチダイーキダイマダイチダイキダイマタ.イチダイキダイタイ類タイ類

            沖合底びき網(2そうびき)0112111310

            小型底び芭網(縦びき1種)36.118.13.51972968

            ・(縦ぴさその他)1.131』〕282929

            ・(横びき)u.63.15.21842221

            大中型まさ網(1そう玄き〕

     
       

≡

            あぐり網(1そう青き)・131.232.3216956'42

            〃12そうまき)4.97.3178432一15

            その他の敷網5.62.7O.24717199

            その他の、'刺・網7ア.359.98.875562172185

            その他の釣125.131.056.215326≡99272272

            その他の延縄89.546.949.311735169159200

            大型定置網u,313.50o6613

            小型定置網U.325.O244o1225

            地び'き網15,514.794O2314

            パリチ網u.7OO一一            6.3O11

            船びき網5.82.71.161213161

            その他の漁業口.2口.50O21



 別表Z〔その2)一

 漁業種類別魚種別漁獲量(その2〕  単位(屯〕

 ＼∴年
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42年

 タイ類
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マタ.イ'チダイ キダイ マダ.イ

45年

チダイ キダイ マダイ

46年

チダイ キダイ

 沖合底びき網(2そうびき)

 i小型底びき網(縦びき1種〕
 (緬白乙'き・その{也)

 (横びき)

 大中型玄き.網(1そうまき)

 あぐり網(1そうまき)

 (2そう重き)

 その他の敷網

 その他の刺網

 その他の約

 その他の延縄

大一型定置網

小型定置網

 地びき網

 パリIチ網

 船び.き鋼

 その他の漁業
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 別表3(その1)

 西薩海域(出水～枕崎)漁業種類別漁獲量  農林統計増人単位{的シ

             ト＼隻一41年42年43年
             漁業種類魚種マダイチダイキダイクロダイ戸タ.イチダイキタ.イクロダイマダイチダイキダイクロダイ

             小型底びき網(縦びき一1111、23,44222,41013,454

             〃(縦びきその他)

             ・(横びき〕1,412

             大中型まき網(一そ一うその他まき網)

             あぐり網(一そう重き〕12,68129.58413,5112,45012,4403,25615β75257620口

             〃(二そうまき)15.42712,98588ア23575295

             その他の敷網93042318116,3753662,2%

             〃刺網35,78336,3ア529ア24.4ア158,53622,48869,ア9450,1561ア,653仙409,814

             〃釣り100.5302,91219,2545.8〕350.12010,12630,82364.47733,73510,87428冶8110.687

             〃はえなわ60.03122,22220,97954044.1%19,64919.16556930,04123,03723.215

             大.型定置網3214611267259365473

             小型定置網35568527824361,5551,0151667%

             地びき網5,1アO3.9572903,5ア82,2719,10640912.41420

             パ1ツチ網9.5791.4282口3

             船びき網22,1フ410,06711,71820.8064.43148,5325,8666.214

             その他の漁業2245286566ア6547083144

             合計286,447105,71353,97235,393226,15568,95349.988108,348195.58276β4864田224.7口5



 別表3(その2)

 西薩海域(出水～枕崎)漁業種類別漁獲量 単位(佃)

             よ44年45年46年
             漁業種類魚種マダイチダイキダイ・ク回タイマダイiチダイキダイクロタ'イマダイチダイキダイク回ダイ

             小型底びき.網(縦びき一種)6βg1。65515204125152215365

             "(縦びきその他)11,19口

             〃(横びき)3%

             大中型まき網(一そうその他まき網)811315091.574

             あぐり網(一そうまき)9544.340173夕061,324

             〃(二そうまき)32μ411β099998425206719

             その他の敷網626226,242631992

             〃刺網76冶1925,0603907ア、る73105,21217,3875,46623,39280担7843,4491,7308.201

             〃釣り124ηミ4.1443ア,32ア1,511氾6518692035,195β1ア61,74728β118.g1613,207

             〃はえなわ33μ82057733β1027649則215.5474303810741,21822.2212,8683,160

             大型定置網3299174283160993354

             小型定置網34083021203106552β191与901,1429側41,%43642,348

             地びき網309416510413850545

             バリ..チ.網83,25768,64525012.417

             船び'き網16808123,433126764109.59ア8アお35370ア4218.44820.282

             その他の漁業34口233,g46464フ47237242

             合。・計48550390舶876フ4141,265459β47132冶268$8337,3632%,33119599542702一39,398



 別表4(その1)

 マダイ体長組成(分布調査より)  単位㈱

         日体長範囲度数日体長範囲度数日体長範囲度数

         脇尾脇睨尾㎜尾
         47.5.27180～18414ア.7.205～109147.9.7200～2041

         200～2041165～169147.9,995～991

         220～22414ア.7.31210～2142130～1341

         240～2441220～2241135～1392

         47.5.31135～1391225～2291145～1491

         165～1693230～2341150～1541

         180～1843240～2442205～2092

         185～1891245～249221口～2144

         190～19424ア.8.175～791215～2191

         200～204155～1591220～2242

         205～20911ア5～1791225～2291

         4ア.6.1140～1441180～1841230～2342

         160～164185～1893235～2391

         175～179190～1942240～2441

         180～1841200～2043290～2941

         190～1941205～209147.9.1090～941

         195～1991210～214295～991

         4ア.6.267トア91215～219211口～1142

         220～2241230～2341120～1241

         225,2292295～2991125～1291
         290～294140σ～4041130～1341

         '.'

         330～334147.8.8100～1041245～2491

         47.7.250～541105～109247-12.1ア125～1291

         65～692115～1191140～1442

         70～747120～1242145～1491

         75～795125～1297150～1542

         80～84230～、344170～1741

         85～898135～1391245～2491

         90～9414145～1491260～2641

         95～99747.9,620～1241

一371.



 別表4(その2)

 チダイ体長組成(分布調査より)

         日体長範囲度教日日体長範囲度数
         一I皿

         ^一尾。.一尾
         4ア.㌦2フ50～5424ア.6.247.8.930～1348

         55～59410～114135～13912

         60～645下丁†・340～1444
         65～691775～79745～1491

         血'■・凸■1'

         70～741ア80～841247.9.925～1294

         ア5～ア91ア8ト891330～1344

         80～84790～94835～13910

         85～891395～9912≠40～1445          一I一一L■

         90～94140口～1041815～1191

         95～99705～109128ト893

         00～104210～114890～943

         05～109115～119195～996

         4ア.5-2860～64347.ア.3175～ア9100～1043

         65～69285～89「05～1094

         70～74490～94110～11{6

         フ5～79104フ.8.1フ5～フ9115～1192

         80～842095～99120～1241

         85～8938OO～104125～1292

         90～942005～109130～1542

         95～991047.8.890～94140～1442
         血

         00～104100～10424ZlO.220～1243
         '一

         47.5.3150～54105～109225～1293

         55～59110～114230～13414

         65～69215～119435～13916

         7口～741520～124640～14417

         。75～ノラ1825～129745～1498

         80～842930～134247.11.19ト991

         85～893135～139225～1291

         90～941口40～144330～1341

         95～99545～r49135～1394

         一4ア.6.26ア0～ア41』Z8.905～1094

         75～79110～1141

         80～84115～1198

         85～89120～1248

         90～94225～12915

 一3ア2一



 §大型魚礁設置予備調査

 本記録は大型魚礁設置のための適地選定予備調査で調査を当場に怠いて担当したので本報告書

`
.

 に記載する。

担当魚川清美

(1)調査海域(別区)

 a、片浦河b、長島南沖

(2)調査期間

 a,片浦河昭和47年9月22日～9月24日

 b、長島南沖昭和47年9月25日～9月26日
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 (3)調査員及ぴ調査船

調査員魚川清美

 調査船「お拾すみ」

 (4)調査項目及び方法

1)海底地形調査

 六分儀を用いて位置測量を行い,航ぜしながら魚群探知機(吉野電気,FHG-1,500
 型,及ぴFMA-7型)で測深を行うた。

 水深は・略最低寧湖面で表示した。
2)底質調査,

 各調査点を熊田式採泥器で採泥し,丸川式砂泥淘汰器により粒径組成を調べ,秤量百分
 率を求めて表示した。

3)潮流調査

 電気流速計(東邦電探,CM-2型)を用い各海域とも,水面下5m及ぴ40mの2層

 について25時間観測を実施した。

4)底棲生物調査

 底棲生物(Bentbos)を箱形ドレッシを用いて採集し,分類を行。た。

(5)調査結果

1)海底地形

 第i図及び第2図に示した。

 a、片浦河

 調査海域ば1等深線が南北に走り・一部傾斜の急な所もあるが1束から西へ徐々に深

 くを。ている。海底状況は,北部に通称広曽根とよばれている瀬があり,中央部東より

 の水深50mから52m附近にもO.5mから1m内外の凸凹が点在している。他は,大

 部分平担な海域である。

 b,長島南沖

 この海域は,水深50mから60mの部分が大部分をしめている。等深線は粗で北西

 部に4～6mの凸部,西部に凹部及び東部に凸凹が点在している學をのぞけば,多少の

 起伏はあるが傾斜のゆるい平担地となっている。北部,南東部には,等深線が密になり

 傾斜が急な所も見うけられる。
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第1図 海底地形(片浦河)



第2図  海底地形I(長島南沖)
磨崖東

下山門野

広野 汐見下

汐見潟

大崎



2)底質

 調査点は,第3図及ぴ第4図に示すと怠りで結果は,第1表に示した。

 a,片浦沖

 合点ともに小砂が50第以上をしめ,一様な底質分布をしめている。この一様な分布

 の中でも7点及び10点附近がもっとも荒く・次いで中央部の3点・5点11点,8点

 附近となっている,北東部から南西部の方に荒くだウている傾向がある。泥の最も多

 いのは,9点である。

 b、長島南沖

 小砂の割合が80第前後で,安定している。

 泥は7第以下ですぐ在くなつている。

 S〕,・St6は,中砂の割合やや高くなり,南西部に向か。てやや荒くな。ていく

 傾向がうかがわれる。

 一3ア7一



第3図  潮流・底質・底棲生物調査点(片浦柚)

凡例

 底質・底棲生物調査点
 (数字はSt乱ti㎝番号)

潮流調査点



第4図  滅榊・底質・底棲生物調査点(長島南沖) 唐限東

下山門野

広野 汐見下

汐見蝿

大崎



第1表底質粒度組成分布

         称メ毛シSt彷呂一佑礫大砂中砂小砂細砂泥         >3.0口3.0D～1.口01.OO～O.5O.50～0,105O.105～O.053O.口53〉合計

         1u.16o.396u.9731,177.31lOO㈱
         20.240.4560.1433.465.ア2100㈱

         片3O.23O.3664.4028.01ア.00100㈱
         4O.12O.18O.4759.7032.207.33100㈱
         5O.16口.250.6364.6026.907,47100㈱

         浦
         60.290.111.1264.8325.727.93100㈲
         7口.05O.771.2873.2421.962.70lOO㈱

         沖80.22O.43U.8065.5825.247.72100㈲
         9O.50U.250.6559,8526.2612.19100倒

         1口U.180.731.2口74.7921.131.96100例

         10.34O.751.4677.2315.095,13100㈲
         21.4アO,351.48ア8.口513.335.33100㈱

         長30.140.671.5979.2212.086.31100㈱
         4O.76U.922.1581.609.105.46100㈱

         島5O.451.24ア9.5211.976.81100㈱

         南6O.70O.592.6082.518.425.1ア100㈱
         70.310.791.6381.9310,105.25100㈱

         沖80.460.9378.4113.946.26100㈱
         90.10U.390.フ582.2310.835.71100㈱

         10D.361.0984.759.8フ3.94lOO倒

3)流況

 調査点は,第3図及び第4図に示した点で,結果は,測得流で第5図及ぴ第`図にしめ

 した。

 a、片浦河

 この海域上層は,N刀流が多く,下層は,ENE流が多くなっている。最大流速は,

 上層では,大陰正中時直前の満潮後にNE方向,O.9ノツトが観測された。底面上10
 mの下層は,大陰正中時直後の干潮後にE方向,O.8ノツトが観測された。
 b、長島南沖

 上層は,東流と南流との間て1日変化し,下層はNN瓦流とSS週流が目立ウている。
 最大流速は,上層では,干潮前,S方向1.1ノットで底面上10mの下層は,干潮前
 約。.6ノットで,一満潮前にも同様に観測された。上げ潮流は,上層では,NEからNN

 瓦流が強く,下層でNEからNN厄流,下げ潮は上層ではSEからSSE流,下層でも
 S犯からSSE流でありた。急流は干潮,満潮後に見られる。
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第5図

片浦河, 測得流向流速図

M・N

 水面下5m

 S47922～23

一流23日03'98

 水面下40m

 S47922～23

 ・1頁し68055'l08がseo
 M・N一

 。・満潮時

 ○干潮時
 ・大陰圧申時
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15
18

9月22日"時
 g月2唱20時

20

21

月22日11
月25日2崎2
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 口102050“5陶/阯'

柱

1
.

2
-
a

01ノ・ト

 ある時間に拾ける流向流速は、原点Oより円周上のある時間を結んだ線の方向がその時間の

 流向を.線の長さがその時の測得流速を示す。

 円周上の数字は観測時間を示す。

 原点Oからの矢印は恒流の方向を示す。



第6図

     測得流向流速図

     長島南沖

     水面下5mMNS47925_g26水面下40m
     恒流130.58'盟榊eo19M.NS4792"26     恒流8相ψ70的/1seo

     18

     5

     20`      17
     21

     9月25日1フ時
     g月2`日18時

     10520

     9口,2
     9月25日1

     119月2`日1騎

     □`109
     '231

     4◎満潮時点173
     8○干潮時2

     17●大陰圧申時122
     12

     51
     25

     71

     1513
     164口102口5口何5ψ昌“2'

     2O1ノ,ト14
     15

     注L     1ある時間における流向流速は原点Oより円周上の或る時間を結んだ線の方向がその時間の
     15

     14流向を,線の長さがその時の測得流速を示す。一
     2・円周上の数字は観測時閥を示す。

     ■3原点0からの矢印は恒流の方向を示す。



4)底棲生物

 第蔓図及び第4図に調査点を・第2表及び第3表に結果をしめしれ

 ・採率された種類ぱ・Annelida(環形動物)・Nemertini(吻腔動物)・
 CIoe1enterata(腔腸動物),Mo11usca{軟体動物),Arthro
 poda(節足動物),皿。hinodermata(刺反動物),稚魚が採集された。

 これらのうちAnnelidaぱ魚類餌料として・特に重要なものであ私

 a、片浦河

 採。集個体数の最も多かったのは,St,8で57個体,次いでSt.一5,St.4と

 なウている。種別の採集数をみてみると,Ann61idaは5戸が最も多く,次いで
 St・8,St・4で,St・9もやや多い。

 Arthropodaぱ,St.8が最も多く,St.4,一St,6,St.lbが
 これに次いでいる。St.8ば,AnneIida,Arthropoda共に多く,

 St・4,St15,St・9,St・10,12,Annelidaの割合が多い。

 b、長島南沖

 Anne1idaは,St・5が最も多く,St・4,St・6,S、・9が次いで
 多くなっている。

 採集個体総数はSt.5が群を抜いて多く,St.9がそれに次ぎ,St.4,§t,
 6,St17が続いている。この海域は,全体的に底棲生物の種類が多く,数量も裏富
 であることがうかがわれる。
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 第2表(その1)底樽動物分類表

              ㌔＼一.、StationNumber;              phylumOrder(Suborder)、片浦沖              一≒

              一一}」Fami1y＼.斗1計              12567891口

              polychaeta298361819
              AnnelidaEunicidaeア41

              Stemaspidae456.45
              Echiurida

              Urecbidae1

              Thalassemidae3

              小言十18313948562319
              Coe1enterataMadrePorariaCary・Phy1いidae24

              小責十24
              APthroPodaDecaP・da(Macrura)112

              (Brachyura)11
              Ocypodidae12、
              Xanthidae11

              Leuc⑪siidae12

              Atelecyc1idae1
              Gonep1acidae4

              (Anomura)Poguridae1
              AmPhip・daAmpe1iscidae113
              CirripediaLepadidae1

              巳ノ、=131311314

 第2表(その2〕

Phy1um

Echlnodermata

Vertebrata-arva

O.rder(Suborder)

ZygoPl1iurae
phaner020nia

Famリy

EunIcldae

Sternasp1

Urecbldae

Thalassemldae

CaryoPhy11Ildae

Ocypod1dae
Xanthldae

Leuc⑪s11dae

Atelecyc11dae
Gonep1acldae
Pogurldae
Ampe11scldae
Lepadldae

Fami1y

Station Number

 ̂str一・一Pectinidas
小計

小計

片浦沖

1
1

1

21

4.

3ア 40 10 12

3
1
4

5ア

1
3
3

28

10

6
1
1

30

計



 第3表(その1) 底棲生物分類表

              舳y1um=;Order(Suborder)＼＼・＼StationNumb6r＼＼Farni1y}一123456789、。!計
              AnneHdaPo1ychaeta27753235253413218

              Eunicidae6614251586226

              Stemasb.idae131221
              Terebellidae212

              AmPharetidae1

              (}1yceridae11

              A岬hinomidae1

              SIipun㎝1idaSipuncu1idae212
              EChiuridaTha1assemidae11

              小計3871149644544224815

              Nemertini

              小計

              Coe1enterata

              Mo11uscaPteropodaCaro1iniidae2

              小計2

              Arthro-PodaDecapod'a一(Brachyuro)111

              Goneポacidae21112

              Xanthidae11

              Leucosiidae1

              Ocy白ddidae11
              (Anomufa)一Ga1athea11

              Paguridas3



 第3表(その2)

①

              Phylm0rder(Suborder)＼、一S'r長島沖              Family123456789計               10

              (NaC-rure)11る32173

              Sergestidas118313122

              Branganidae1

              小計649811362126

              Arthr・p.9d.aIsoPodaCymoth⑪idae1
              AmphiPoda一mpliscjdae218463584

              Oedicerotidae2

              一11。』assidae1

              Gommaridae91

              ・ミStomatoPodaSquiIlidae111
              MysidageaMysidae1232132111
              CumaceaBodotriidae2

              丁.小計32411291058104

              皿。hlnodermaZygo洲iurae川'5469282939一2
              Phaner020niaAstr!6Plεctinidae21

              SPatangoidaeSp・帥・・亭id・d4

Phy1um
 」Hリ

Vertebratalarva

Order(Subordea)
 F・m」リ㌻'

t-ationNumber

＼
小計

小計

総計 52 17. 32 77

き4

139 61 65 47 80

10

28

計



 5〕考察
 a、片蒲沖

 1.海底は,傾斜もゆるやかで,東から西に向かって深くなりている。中央部にO.5～
 1mぐらいの凸凹地域があるが大部分は平担である。

 2.底質は,砂質であるが泥の割合が多い。

 St・7,St・10附近が,泥が比較的少い0

 3.流況は,下層で最大流速がO.8ノットでキや早い0
 4.底棲生物はSt・8が最も多く吹いてSt・5,St・4,St・9附近が多い。

 以上の結果からSt.5,St.8,St.9附近が条件として良いと思われる。

 b、長島南沖

 1.海底は,中央部は広く傾斜もゆるく平担である。

 2.St・4・St・る附近が最も泥が少く適当のようであ札

 3.流況は,上層での最大流速が1.1ノットでかなり早いが,下層はO.6ノリトである。

 黒の瀬戸の潮流に影響されている。

 4.St・5が採集個体数が最も多い。次いでSt・9,St・4,St・6,St・

 7の順となっている。この海域は全体的に多い。

 以上からSt・4・St・6附近が条件として適当であると思われる。
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